


























いて，阿干し、どれ船J の sources をジュール・ヴェルヌの小説『アトラス船長
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と「レゾリューション号」によって 1772年， 1773年， 1774年， 1775年になされ
た冒険旅行の記録で、あり， r レゾリューション号」の船長であったクックの手
によるものである。表題が明示しているように，キャプテン・クックはこの時
南極探検を試みていることがわかる。記録によると 1773年 1 月 17 日に38度経線
をたどって南緯67度30分に達し， 1774年 1 月初日には109度経線上，南緯71度
15分まで到達している%また 『キャプテン・クックの第三次旅行あるいは太
平洋旅行J1 7) は 1776年， 1777年， 1778年， 1779年， 1780年の航海記であるが，
この航海では南極探検が再び試みられていると同時に 1778年 8 月 11 日にベー
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ブダイ，銀色の魚、。 (Caddau， 0ρ. cit. , p. 54) 
多くの魚が. • .われわれを完全に魅了した。この魚たちの黄色，青色，
赤色，黒色ほどきれいな色をだれも想像することは出来ないし，いかなる





(Caddau，。ρ. cit. , p. 71) 
われわれは航海の途中で多くの木が繁った，砂地の島に上陸した。そこ
でおおくの不思議な鳥，とくに海鳥に出会った。 (Caddau， ψ. cit. , p. 72) 
海岸は岩だらけであった。そしてあちこちに烏がたくさんいた。




かな光がj毎の表面を照らしていた。 (Caddau， oρ'. cít. , p. 102) 





(Caclclau, 0ρ. cit. , p. 43) 











oρ. cit. , p. 67) 
7 月 1 日， 日没時，まだアマタソアをみることがlH来るわれオつれはいま
E.l /4E.N. のところにいる。 (Caddau， 0ρ. cit. , p. 67) 
アマタソアとオガオの地面が高く隆起していることが注目される。アマ
タソアには，中央から煙の柱が出ていることから考えて見ると，火山が
あったと思われた…… (Cacldau, op. cit. 、 p. (7) 
夜に， トーソア(アマタソア)の別名の火L1 Jから火がでていることが，
かなりはっきりと見えた。 (Caclclau ， 0ρ. cit. 、 p.67)
以前にも書いたが，アマタソアの高さから考えると，それは相当大きな
火山だと言える。そこからはいつも煙と火が出ているのが見えた。
(Cacldau，。ρ. cit. , p. 68) 
拙稿において， rアトラス船長の冒険旅行』では火山の発見が 7 月に行われ
たこと， r闘争L 、と、れ船J の詩句「燃える円針。診が開く群青の大空を， /7 月が梶
棒でなぐり倒していたときも (Quand les juillets faisaient crouler ?coups de 
triques/Les cieux ultramarins aux ardents entonnoirs) J 10) が 7 月に火山を発見
したことを歌っていることを述べ， 2 つの作品のイメージが 7 月における火山
の発見という点で一致していることを示した。興味深いことに，上の引用から，
キャプテン・クックが火山を発見したり， Pf.発見したりするのも， 7 月である
ことが分かる。また，第 1 番目の引用を凡てみるとキャプテン・クックは「円
10) Rimbaud、 ο'('111'1・'('S ， 110t? par Suzanne Bernard. &d. (; rarni t'r, 1960, p. 1:10. 
205 
錐形 (entonnoir) J は火山の頂上の形のことだと述べている。われわれは，ラ




(ardents entonnoires) J が火山のイメージと結び合わせて考えられていること
は明らカ3である。
また，われわれは， r酔し、どれ船』と『アトラス船長の国険旅行』に見られ









また， r酔し、どれ船j では「歌うたう燐光の黄や育の目覚め(1'éveil jaune et 
bleu c1es phosphores chanteurs) J 11) の表現に，そして『アトラス船長J では
「燐光を放つ空 (le fondphosphorescent Elu ciel) 」 12) の表現に見られた「燐光」
のイメージが，やはり『キャプテン・クックの航海記』にも見られる。ピエー
ル・カドーは『酔いと~ ~'u~fH の「燐光」と「屯気しかけJ のイメージは『キャ
プテン・クックの航海記J から借用したものと解釈している 13L
次いでわれわれは，阿干し、どれ船J と『アトラス船長の冒険旅行』では，火




11) Iミ imbaud 、 01λ cil ， 、 p ， 1~9 ， 
12) Ju叶Ile引日 Vern】陀e ， A'I'1'1/山tμt川11川l'パ'1刊'，ιJ士ザ'S写 d，μ， αω2ザ/ρ'リ川jげ1 (υωtυIf川11' H.“川11('仰1'，吋ω1ム， I札1 ， cha>1 p. XX I, 111仇4“叩tぱψι必仰4υ川tι“川、5ν、げ山iρ1/打d'れ ('.“'(.仙t
11ο1/、 lR65
13) Caddau. (ψ" ('11 ,. pp, 5~HìO. 
14) (;a/lia XXX p. 4氏
206 
な蛇もいた。 (Caddau， 0ρ. cit. , p. 53) 
ニュージーランドには巨大な蛇とトカゲがし、ることを，彼はわれわれに
確信させた。丈も横幅も人間の体と同じ位の大きさのトカゲだったと，彼
は述べている。 (Caddau， o? cit. , p. 53) 
『酔し、どれ船j と『アトラス船長の冒険旅行J では，北極の極地点の近くで












の共通点を説いているが 「倣慢さ j については触れていなし、。
それぞれの船は通り過ぎる H寺， 3 発大砲を打.ち，彼が乗船するやいなや
トップマストの頂にオランダの旗(le pavillon hollandais) が掲げられた。
もう一人の准将が21発大砲を打ってあいさつに答え，すぐさま大きな三角




















lh プテン・ク y クの航海記~ 刊酔いどれ船|






クックの物語を書いていること 16) などを考えると ジュール・ヴェルヌが
『アトラス船長の胃険旅行J を書くに当たって『キャプテン・クックの航海













16) Prt-sentation <(' Michel de Certe<:lu pour Lcs \ら'yagt'S du caρilail1l' COO!l de ]ules Verne , 
pp.7-8, 
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いという考えは成り立たない。 従って第 2 の関係は考えられない。














どれ船J の sources はピエール・カドーが指摘しているように，ランボーが少
年時代夢中で繰り返し読んだ『キャプテン・クックの航海記J であると考えら
れるが，同時に，われわれが指摘したように『アトラス船長の冒険旅行J でも
あると考えられることをこの試論の結論としたい。
(0. 1975 梅花女子大学助教授)
